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 本研究は、 ヒン ドゥー教徒が大多数を占めるイン ド社会にあって宣教を行うカ トリック教会のK教区
 を事例と して取り上げ、 宣教する側の論理と宣教される側の論理の双方から、カ トリ ック教会の「普遍性」
 と地域文化に関わる諸問題について考察するものである。 本研究の目的は、 具体的にK教区における秘
 跡およ びその前後に行われる諸儀礼の詳細 に焦点をあて、 地方教会における 「普遍性」 と 「多様性」、 およ
 びイ ンカ ルチュレーションと呼ばれる現象について検証を行い、 宣教と地域文化に関する諸問題につい
 て、 宣教する側 だけでなく宣教される側の立場をも統合する視点で考察を行うことにある。 こ れによっ
 て、 特定の宗教の問題を離れて、 宗教が世界化するという現象の背後にある問題点の究明に見通しを得
 ることができると考える。 以下、 各章 ごとに要約を記す。
 第1章 はじめに一 先行研究の整理と本研究の視点
 ここでは、 キリスト教のように普遍主義を標榜する宗教には、 理念的で普遍的な側面と実践的で地域
 的な適応を伴う側面があ り、 それらの間に葛藤や緊張関係が生ずる事例が しばしば見られることを指摘
 した。 本研究の目的は、 カ トリック教会の 「普遍性」と地域文化に関わる問題を考察することであり、 そ
 のためにイ ンカ ルチュ レーションという概念を用いることを明らかに した。イ ンカ ルチュ レーションは、
 宗教 (キリス ト教) が宣教地において土地の習俗や伝統を受容するだけでなく、 土地の文化そのものをも
 変容させる現象と して理解されている。
 第1節では、 カ トリック教会の宣教における 「普遍性」 と地域文化の問題を考察するために、 南インド
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 のタミルナー ドゥ州のK教区で実践されている秘跡の中に見られるイ ンカ ルチュ レー ショ ンと呼 ばれる
 現象を取り上げること、 本研究を行うために現地調査が不可欠であったことについて述べた。
 第2節では、 カトリック教会の地域性を研究するフォーク・カ トリシズムとういジャンルが、 「普遍性」
 と 「多様性」 を併存させるカ トリック教会の一面的な研究であることを指摘 した。 また、 シンク レティズ
 ムという概念が、 「純粋なもの」 に対 して 「純粋でないもの」 という意味を含むようになった経緯を明ら
 かに し、 宗教が文化と接触することによって生 じる現象を言い表す言葉と してシンク レティズムを本研
 究では用 いない 旨を述べた。
 第3節では、 カ トリック教会の特色である 「普遍性」 と 「多様性」 について言及 した。 実際に存在しかつ
 宣教を行う地方教会の特色、 およ び地方教会の 「交わりと一致」 によって生まれるとされている普遍教会
 について解説を した。 またカ トリック教会は、 教会全体の指針となる法規と要理書によって 「普遍性」 を
 維持していること、 地方教会が普遍教会を内在させながら、 宣教地における文化を反映させると言う意
 味で 「多様性」 が確認されることを明らかに した。
 第4節では、 第2バチカン公会議以降、 カトリック教会の宣教政策が西洋的な教会の移植からの宣教地
 にお ける 文化を尊重する方向 に転換を し、 その有効な手段と してイ ンカ ルチュ レーショ ンが注目さ れる
 ようになったことに言及 し、 このテーマに関連する先行研究の整理を行い、 これまでの研究に見出され
 る問題点と不足点とを明らかに し、 本研究のアプローチを述べた。
 第5節では、 本研究における調査地の位置づけ、 およ び調査地域におけるキリス ト教およ びキリスト





 第1節では、 調査地であるK教区の沿革に触れ、 K教区の立地背景を明らかにした。 K教区は、 タミル
 ナー ドゥ州最南端に !930 年に設立された教区であり、 総面積 !,665平方メートル、 総人口約 213万人のう
 ち 24%に相当する約 51 万人 (2002 年) がカ トリック信者であ り、 イン ドの総人口に占めるキリス ト教徒
 の割合が 2.3%である ことを考 えるとキリス ト教徒の比率 が高い地域である。
 第2節では、 カ トリック教会の定める教区構造とK教区のそれについて、 第3節では、 カ トリック教会
 の教区の事務組織とK教区のそれについて言及 し、 カ トリック教会の教区構造における 「普遍性」と 「多
 様性」を明らかに した。




 この章では、 カトリック教会が行う公的な礼拝である典礼について解説を行った。 典礼とは、 教会に
 属する者のための儀礼・儀式であ り、 信者は、 典礼を通して、 キリストの死と復活という 「過越の神秘」
 に与ると考えられている。 典礼はカ トリック教会の活動において最も重要な礼拝であり、 そのやり方に
 ついては、 ローマ教皇庁の典礼秘跡省による厳格な規定が存在し、 基本的に統一が保たれている。
 第1節では、 第2バチカン公会議を境に、 カ トリック教会は教会刷新の一環と して典礼の中に各地域の
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 文化的な要素の導入を容認し、 典礼様式に「多様性」が見られるようになり、 典礼の中に「普遍性」と「多
 様性」 が併存することになった経緯について述べた。
 第2節では、 典礼の中で最も重要な儀礼とされている秘跡について解説を施 し、 それぞれの秘跡の普
 遍的な側面について明らかにした。 秘跡は、 ①洗礼、 ②聖体、 ③結婚、 ④堅信、 ⑤病者の塗油、 ⑥ゆるし
 の秘跡、 ⑦叙階、 となっている。
 洗礼は、 キリス ト教に入信するための入門式である。聖体 は、パンとぶ どう 酒という形態の中にイ エス・
 キリストが現存するとされる最も崇高な秘跡とされている。 結婚は、 双方の合意を前提と した単一性お
 よび不解消の契約とされている。 堅信は、 司祭も しく は司教が受堅者に按手 し、 額に聖油を塗って聖霊
 の力が与えられるように祈る儀式である。 病者の塗油は、 司祭が病者に祝福された油を塗って、 祈りに
 よって神が罪を許 し、 病気な どのために死の危険にさらされた身体に健康と力を与える秘跡とされてい
 る。 ゆる しの秘跡は、 信者が罪を告白 し、 司祭を通 じて神の許しを受ける秘跡である。 叙階は、 司教、 司
 祭、 助祭から構成される位階性において、 聖職者の職務に就かせる儀礼である。
 第4章 洗礼
 ここでは、 典礼に見られる地方教会の多様性について検証するために、 秘跡である洗礼がK教区でど
 のように執行されているのかを論 じた。
 第1節では、 K教区において 「一昔前」 まで見られた洗礼の慣習、 およ び出産後の慣習について述べた。
 調査地では、 名付けを兼ねた洗礼式は、 生後8日目に行うことが義務とされていた。 子どもの母親が産
 後41日目に感謝の礼拝を行わないと教会に入れなかったことから、 洗礼式には代母の存在が不可欠で
 あった。 また、 洗礼式終了後、 子 どもの洗礼を祝う会食な どは行われなかった。
 第2節では、 K教区で現在観察される幼児洗礼およ び成人洗礼についてその背景を含めて論 じ、 K教
 区で行われている洗礼の特徴を明らかにした。 個人は、 洗礼によって教会の成員となり、 教会に対する
 納付義務な どが生 じるが、 教会からの便宜を享受できる権利を得ることになる。 7歳以下の幼児洗礼は、
 教区で行われる洗礼の約 86%を占めているが (!991 ～ 1994 年)、 かつてのような規定がなくなり各家庭
 の都合に合わせて挙行されており、 母親の出席が不可欠とされている。 式の終了後、 洗礼を祝う会食が
 規模の大小に関わらず開催される。 K教区の成人洗礼は、 非カ トリック信者がカ トリック信者と結婚す
 る手続きのひとつである。 洗礼希望者は、 要理教育を受けるなど司祭が指示する手続きに従い、 結婚式
 以前に洗礼を受ける。 2002年、 ヒン ドゥー教徒が他宗教に改宗することを規制するための反改宗法が成
 立すると、 成人洗礼の希望者は、 改宗が自由意志であることを証明する書類を役所で作成し、 それを教
 会に提出することが義務化された。
 第5章 K教区における初聖体
 ここでは、 K教区において、 初聖体が地域固有の文化的文脈の中で どのような位置づけを与えられて
 実施されているのかを紹介し、 キリスト教の儀礼としての初聖体が地域共同体において有する役割と意
 義について論 じた。
 第1節では、 初聖体拝領予定者のためのカテケージス (要理教育)、 およ び初聖体の儀式が行われる守
 護の聖人の祝日について解説を行った。 初聖体の儀式は、 各教会の守護の聖人の祝日に行われる。 カテ
 ケージスは、 幼児洗礼を受けた9 ～ 13 歳の子どもを対象に して行われ、 教会の敷地内で祝日の約1 ヶ月
 前から始ま り、 祝日 に向 けて 人々の気分を盛り上 げる。
 第2節では、 ミサの中で行われる初聖体の儀式について具体的に記述した。 初聖体拝領予定者は、 聖
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 書の朗読、 奉納品の奉納、 アーラッティと呼ばれる儀礼行為な どを担当するな ど、 ミサの中で積極的な
 役割を果たすことが観察された。
 第3節では、 初聖体の儀式の終了後、 拝領者の家庭で行われる祝賀会について具体的な事例をもって
 論じた。 K教区は、 初聖体の歓びを確認するために家庭での祝賀会を奨励している。 特に男子の場合、
 女子のような伝統的な成人儀礼が無いことから、 家庭で祝賀会を出来るだけ盛大に祝う傾向がある。
 第4節では、 K教区における初聖体の意義について考察を行った。 守護の聖人の祝日は、 故郷を離れ
 た人々が村に帰 り、 親 しい人々と一緒に ご馳走を食べ、 楽 しいひとときを過 ごす機会を提供するものと
 されている。 初聖体の儀礼がこの祝日の中で開催されるのは、 最も神聖な秘跡が多くの人々の祝福の中
 で祝われるのが理想だからである。 また、 初聖体の儀礼は、 聖体拝領者が思春期を迎える時期に合わせ
 て行われており、 初聖体拝領者は教会の中で成人と しての行動規範を遵守させられる。 このように初聖
 体 は、 宗教儀礼であっても通過儀礼の要素 を含んでいる。
 第6章 K教区における婚姻の規定と手続き
 この章では、 カ トリック教会の婚姻における地方教会の多様性について検証するためのひとつのより
 どころと して、 K教区の事例を考察の対象と した。
 第1節およ び第 2節では、 K教区は婚姻を秘跡と見な してお り、 それを遵守するため に厳格な規定を有
 し、 教会で行われるカ トリック信者の婚姻にはその規定を厳正に適応 していることについて述べた。 K
 教区は、 花婿・花嫁がカ トリック信者で、2人の結婚が秘跡となる場合にのみカ トリック教会で挙式を行
 うことを許可する。 カ トリック教会での挙式は、 信者の所属カース ト、 経済状態、 家庭環境に関わらず
 結婚希望者の所属する小教区を通して、 ①年齢と教会税の納入状況の確認、 ②結婚講座の受講、 ③「結婚
 前の手続き書」 の交換、 ④ 「結婚予告」 の報知、 ⑤ 「結婚調査書」の交換、 という手続きを踏まないと挙行
 されない。
 第3節では、 K教区における異宗婚・混宗婚について具体的な事例を挙げ、 それらの婚姻が成立する背
 景について明らかにした。 カ トリック教会は、 カ トリック信者とキリス ト教以外の宗教を信 じる者との
 婚姻を異宗婚、 カ トリック信者とカ トリック以外のキリス ト教を信 じる者の婚姻を混宗婚と して規定し
 ている。 異宗婚・混宗婚の場合、 結婚を機に女性が男性側の宗教・宗派に変更することが多いのは、 この
 地方では夫方居住となることが要因と考えられる。 婚家の人々は、 結婚を機に宗教・宗派を代えた者に
 新 しい宗教・宗派の信仰生活を強制せず、それに従うか どう かは本人の意志に任されている。彼らが宗 教・
 宗派を変更 したのは結婚を成立させるためであ り、 成人が新 しい宗教・宗派の信仰生活を受け入れるこ
 とは困難である様子が観察された。
 第7章 婚姻1 婚姻の実例
 ここでは、 1999年9月 16日に行われたM小教区の女性Sの結婚を取り上げ、 その前後に行われる諸儀
 礼に見られる地域固有の伝統・慣習に注目しつつ、 宗教儀礼である秘跡と しての婚姻の 「普遍性」およ び
 婚礼に伴う文化的・社会的側面について考察を行った。 Sの例はカ トリック・ナー ダー ルの結婚の標準
 的な事例である。
 第1節では、 カ トリック教会が関与 しない、 地域の慣習に従って行われる挙式前の行事・儀礼について
 具体的な事例を記述 した。 結婚式以前、 教会の関与な しで行われる手続きや儀礼は、 ①婚約者の確認、
 ②ダウリー (持参金) の取り決め、 ③婚約の確定、 ④婚約式とダウリーの一部の受け渡 し、 ⑤ダウリーの
 差額の受け渡し、 ⑥結婚式前日の諸儀礼、 となる。 この地方では結婚する候補者が決まると、 男性側だ
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 けが女性を実際に見て気に入った場合に結婚話が進むことになる。 双方がダウリーの金額と内容に合意
 すると婚約が確定 し、 婚約式のときにダウリーの一部が女性側から男性側 に譲渡される。 ダウリーの差
 額は、 期日までに支払われなくてはならない。 結婚式前日、 双方の家庭で別々に祝賀会、 カトリック式
 の祝福儀礼が行われる。 花婿側が花嫁側を訪問し、 花嫁が挙式当日着用する衣服・化粧品等を花嫁に手
 渡す儀礼が行われる。
 第2節では、 Sの婚姻を例に、 挙式当日の儀礼および挙式以降に行われる儀礼について具体的に論じ
 た。イ ンフォーマン トたちから知り得た情報を整理する と、カ トリ ック信者の結婚式当日の行事・儀礼は、
 通例、 ①新郎・新婦の身支度、 ②人々からの祝福、 ③花輪とブーケの交換儀礼、 ④灯明点火の儀礼、 ⑤新
 婦の家から教会への行進、 ⑥ミサによる結婚式、 ⑦教会から祝賀会場への行進、 ⑧新婦側の祝賀と祝宴、
 ⑨新郎・新婦に牛乳とバナナを食べさせる儀礼、 ⑩祝賀会場から新郎の家への移動、 ⑪新郎・新婦による
 新郎の所属教会への挨拶、 ⑫新婦の母親による新郎側への挨拶、 ⑬新郎・新婦に牛乳とバナナを食べさ
 せる儀礼、 ⑭新郎の母親が新婦の腕にバンダルをはめる儀礼、 ⑮新郎側の祝賀と祝宴、 ⑯新婦の父親が
 新郎の近親者1人1人にチュルル (現金や宝飾品) を手渡す儀礼、 となる。
 しかしS の場合、 挙式当 日、 ミサによる結婚式のあと、 上の⑭と⑮の間に 「初会食の儀礼」 が加わり、
 全部で 17の行事・儀礼が行われた。 「初会食の儀礼」 が例外的に挙式当日に為されることになったのは、
 この地方において祝い事の多く が伝統的なタミル暦に従って行われることと関係 している。 Sの挙式が
 行われた日はタミル暦のアー ヴァ二月の最終日にあたってお り、 結婚 した月 に行う 「初会食の儀礼」 をそ
 の月 のうちに行うためには、 挙式当日 しか選択の余地がなかったのである。
 第3節では、 カ トリック教会で秘跡と して行われる 「ミ サによる結婚式」 について、 Sの事例 を取りあ
 げ、 カ トリック教会の婚姻に見られる 「普遍性」 と 「多様性」 について論 じた。 Sの結婚式は、 「ミサによ
 る結婚式」 と呼ばれるミサの中で行われた。 「ミサによる結婚式」 は、 ①教会への行進、 ②入堂、 ③花婿・
 花嫁が祭壇前で神を崇敬する、 ④開祭、 ⑤ことばの典礼、 ⑥結婚の意思の確認、 ⑦結婚の誓約、 ⑧結婚成
 立の宣言、 ⑨司祭が花婿・花嫁を祝福する、 ⑩ターリ の祝福、⑪ターリ の贈呈、 ⑫感謝の典礼、 ⑬奉納行列、
 ⑭灯明の点火、 ⑮アーラッティ、⑯閉祭、 ⑰特別の祝福、 ⑱署名、 ⑲写真撮影、 ⑳祝賀 会への行進、 となる。
 「ミ サによる結婚式」 は、 カ トリック教会の秘跡であ り、 普遍的な儀礼要素が規定されているが、 K教区
 に特有な要素と して、 ①②⑨⑩⑪⑭⑮⑱⑲⑳を指摘することができる。
 第4節では、 K教区におけるカトリック信者の婚姻に関する教会の役割を明らかにし、 地方教会が婚
 姻の執行においてカ トリック教会の 「普遍性」 を どのよう に維持 しているのかについて考察を行った。
 カトリック教会における婚姻は、 教会によって宗教婚と位置づけられ、 神の承認のもとに行われる秘跡
 である。 地方教会であるK教区においても、 婚姻の位置づけは全く同様である。 K教区において、 教会
 による信者の婚姻への関与は、 カ トリ ック教会で普遍とされている秘跡と しての婚姻を行う ために必要
 な事項に限られている。 そのため、 結婚手続きの中で確認される事項は、 K教区がカ トリック教会の地
 方教会と して、 カ トリック教会の 「普遍性」 を維持するために確認すべきものであ り、 それによって婚姻
 が秘跡と して成立する条件が整うのである。 教会は、 結婚式の前後に行われるカ トリックの規定とは無
 関係なその土地固有の文化と結びついた儀礼や行事には干渉しない。
 第8章 堅信、 ゆるしの秘跡、 病者の塗油、 叙階
 ここでは、 K教区で行われている秘跡の中で、 ①堅信、 ②ゆるしの秘跡、 ③病者の塗油、 ④叙階を取り
 上げ、 地方教会の秘跡の実践の中に見られるカ トリック教会の 「普遍性」 の維持とローカ ル化の問題につ
 いて考察を行った。
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 第1節では、 K教区において 2002 年までに実践された堅信を取り上げ、 堅信を受けるための条件、 堅
 信式の準備、 および堅信式そのものについて述べた。 K教区では、 堅信を受ける年齢は特に定められて
 おらず、 初聖体を拝領 した者が堅信を受けるという基準があるだけであるが、 受聖者はカ トリック教会
 の要理を再学習する。 K教区では2002年まで、堅信は、4年に1度の司教の小教区公式訪問の際に行われ、
 受堅者の数が数百人にもなる一大イベントであった。 しか し、堅信を授ける司教の負担が多いことから、
 2003年度以降、 司教の小教区訪問を年1回と し、 それにあわせて堅信式も各小教区で1年に1回行われる
 ようになった。 K教区の堅信式は、 教皇庁の定める方式をそのまま採用 し、 受堅者の家庭で祝賀会など
 の特別なことはなされない。
 第2節では、 ゆる しの秘跡について論じた。 K教区では、 ゆる しの秘跡を行うのに決められた日時は
 なく、 希望者がミサの前後に司祭に申し出れば秘跡を受けることができる。 また、 聖週間、 守護の聖人
 の祝日、 クリスマスな どのキリス ト教の重要な典礼を祝う前には、 小教区単位でゆる しの秘跡を受ける
 機会が設けられ、 カ トリック教会の定め どおりに信者は少なくとも年に1度はゆる しの秘跡を受けるこ
 とができる。 ゆる しの秘跡は、 共同回心式のような団体形式をとらず、 個人が司祭のもとで罪を告白す
 る個別形式で行われる。
 第3節では、 病者の塗油が行われる状況とこの秘跡の意義について論じた。 本来、 病者の塗油は病人
 の回復を幇助する秘跡であるが、 K教区ではこの秘跡は臨終間近な人に対 してのみ行われている。 風邪
 な どの回復が見込める病気に罹患 した者は、 薬を服用 し、 教会の聖人像の前でロザリオな どを祈る、 ま
 たは司祭から祝福を受け、 病者の塗油を受けることはない。 K教区の病者の塗油は、 死を目の前に して
 受ける最後の秘跡とされており、 秘跡を受ける者にとっても近親者の死を迎える者にとっても、 癒 しを
 与える秘跡と して機能している。
 第4節では、 司祭になるまでの養成期間、 叙階式、 叙階後の初ミサ、 司祭の仕事について考察を行った。
 司祭は、 修道会に所属する修道司祭および教区に所属する教区司祭に分けられる。 修道会は各会の理念
 に従った司祭 (会員) の養成を行っている。 K教区の司祭養成は、 ①K教区立の小神学校で共同生活を2
 年間行う・ ②神学校で哲学を3年間学ぶ、 ③1年間のリージェ ンシー を小教区で経験する、 ④助祭に叙階、
 ⑤神学校で神学を4年間学ぶ、 ⑥司祭に叙階、 となっている。 K教区では秘跡である叙階は、 カトリック
 教会が定めた形式で式が執り行われる。 叙階式の翌日、 新司祭が自分の出身小教区の教会で初ミサを司
 式した後、 司祭の家族が叙階の祝賀会を主催する。 この祝賀会は、 司祭の出身家庭の経済事情を反映し
 てコー ヒーと菓子の簡単なものから数種類の料理を伴う豪華なものまである が、 必ず開催されるべきも
 のとされている。
 第9章 宣教と地域社会一普遍教会と地方教会の問題
 本章は、 K教区における秘跡の実践を通して、 地方教会がカ トリック教会と しての 「普遍性」 を維持す
 る一方、 地域社会と融和を図りながら進めていく宣教活動の中に見られる 「多様性」 の問題に光をあて、
 本論文の中心課題である宣教と地域文化について総合的に考察を行う。
 第1節では、 第2バチカン公会議以降、 カ トリック教会がイ ンカチュ レー ションを許容するに至った経
 緯について振り返り、 地方教会が普遍教会との一致のもとに地域社会と乖離しない方法で宣教を行う宿
 命にあることを再確認した。 キリスト教は、 本来、 新しい文化と融合することで同時代の人々の感性に
 応えながら発展 してきた宗教である。 しか し、 15世紀から 20世紀にかけて、 キリス ト教は現地文化に理
 解を示さないよう にな り、礼拝様式や教会組織 が現時事情と乖離すること が見 られるよう になつ ていた。
 20世紀、 植民地で独立運動が始まり、 キリスト教は、 植民地主義の一翼を担ってきたという批判の矢面
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 にも立たされるようになった。 特にキリス ト教の権威の揺ら ぎは欧米において深刻にあらわれ、 宗教離
 れに拍車がかかるという形で顕在化してくる。 キリス ト教会は時代状況に適合 したあり方を模索する
 ようになり、 カ トリック教会は教会の刷新をするために第2バチカン公会議 (1962 ～ 65 年) を招集 した。
 第2バチカ ン公会議以降、 カ トリック教会の宣教は、 宣教地の文化事情を無視 した画一的なものから地
 域社 会の実情 に配慮 したもの に移 行ずるよう になる。
 第2節では、 カ トリック教会の信仰の中心とされる秘跡の意味およびK教区で観察される秘跡の特色
 について述べた。 現在、 K教区で行われる秘跡は、 カトリック教会の統一形式を遵守 しながら地域文化
 の要素を導入するな ど、 それ自体にインカ ルチュ レーションが観察される。 注目すべきことは、 秘跡の
 前後に伝統的な儀式・儀礼が行われてお り、 秘跡が宗教儀礼と してだけでなく社会的な機能を果た して
 いることである。 K教区における秘跡は、 カリックの信者と しての宗教的アイデンティティーを維持す
 る宗教儀礼であるだけでなく、 現地の伝統的な慣習を継続するために欠くことができない社会的な儀礼
 となっている。 このような秘跡の実践は、 キリス ト教の典礼が現地の文化の一部と して社会に定着 して
 いる様子を示 してお り、 現地文化がキリス ト教化 したイ ンカ ルチュ レーションの一現象と して捉えるこ
 とが可能である。
 第3節では、 K教区の秘跡の中に観察されるイ ンカルチュ レーションの事例を分析 し、 典礼における
 イン ド文化の要素の意味について考察した。 K教区の秘跡の中に見られるイン ド文化に根ざした行為お
 よ び要素の代表と しては、 「初聖体」 におけるアーラッティ、「ミ サによる結婚式」 におけるアーラッティ、
 ターリの贈呈、 灯明の点火がある。 これらは、 本来はヒン ドゥー教に由来する儀礼行為またはイン ドの
 慣習として、 汎イン ド的に観察されるものである。 また、 ミサの中で信徒が直接床に座ることや、 教会
 で靴を脱 ぐことは、 イン ドの一般慣習に照らしても通常の行為である。 これらの要素は、 第2バチカン
 公会議以降、 地方教会特有の要素を典礼に採用することが認可されて定着したものである。 K教区の典
 礼は、 地域文化の要素を採り入れ、 現地社会に適応する形で執行されている。 このような典礼のあり方
 には、 キリス ト教が地域の習俗や伝統を受容 し、 それによってキリス ト教自体が変容するという形での
 インカルチュレーションが見られるのである。
 第4節、およ び第5節では、K教区で実践されている秘跡に焦点を当て、地方教会の宣教とイ ンカ ルチュ
 レーションの問題を論 じた。 一般的にイン ドでは、 司祭をは じめとする宣教する側はイ ンカ ルチュ レー
 ションを好意的に捉えるのに対 して、 一般信徒は、 インカ ルチュ レーションを典礼のヒン ドゥー化だと
 して否定的にとらえることすらある。 インカルチュレーションが有効に機能するには、 宣教される側か
 ら好意的に受け止められることが前提条件である。 K教区では、 典礼のインカルチュレーションは、 宣
 教する側 だけでなく宣教される側も違和 感なく 受け入れている様子が観察される。
 K教区の宣教の基本は、 信者の信仰活動がカ トリック教会の普遍の枠を逸脱していないのであれば、
 日常生活の細部にあえて干渉 しないというものである。 K教区の宣教の特徴と して指摘できることは、
 宣教する側が、 秘跡の実践においてカ トリック教会の 「普遍性」 を維持することには腐心するが、 秘跡以
 外の伝統的な諸儀礼・諸制度に対して一定の距離を保ち、 信徒の自発性を尊重することにある。 地方教
 会であるK教区の宣教は、 一方で典礼に地域要素を採用して地域文化に歩み寄り、 他方で普遍教会の信
 仰体系を頑なに維持するな ど、 「普遍性」 と 「地域性」 の微妙なバランス関係の上に成り立っており、 「普
 遍性」 と 「多様性」 を実現 しながら宣教活動 を行っている 実例と言えよう。
 第6節では、 イ ンカ ルチュ レーションの問題に関する今後の展開について論 じることで結 びとする。
 カ トリック教会は、 第2バチカン公会議の公文書である 『教会憲章』 の中で、 教会が諸国民の習慣や多様




 を促進 してきた。 ところが、 2004年4月 23 日、 教皇庁典礼秘跡省は聖体に関する !86 項目の詳細な指針
 を発布 し、 ミサの中に他宗教の儀礼に由来する要素を導入することを不適切とする見解を出した。 聖体
 に関する指針の内容は、 特定の地方教会の様子を名指しで非難するものではないが、 西洋世界以外の地
 方教会特有の要素を否定的にとらえている。
 カ トリック教会は、 「普遍性」 と 「多様性」 という相反する方向性を絶妙な均衡の中で共存させながら
 展開を遂げてきた。 欧米での教会離れが加速する一方、 アジア・アフリカでは信者数が順調に伸 びを示
 すな ど、 これま で均衡を保ってきた 「普遍性」 と 「多様性」 の力のバラ ンスに微妙な変化が顕在化するで
 あろうことは想像に難くない。 イ ンカルチュ レーションの名の下に 「多様性」 を許容 してきたカ トリッ
 ク教会が、 今後 どのような主義・主張のもとに、 宣教指針を打ち出 していくのかを注視 していきたい。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、 南イン ドの一カ トリック教会教区における宗教儀礼 「秘跡」 に関する実態調査に基づき、 カ
 トリック教会の地域文化との接触の状況を 〈イ ンカ ルチュ レーショ ン〉 という概念を使って分析 し、 教会
 の公的主張・宣教政策と個別地域の実態との両面から、 イ ンカ ルチュ レーションと して把握される現象
 を解明したものである。
 本論文は、 9章から構成されている。 第1章において、 〈イ ンカルチュ レーショ ン〉 概念を中心に、 本論
 文の目的と方法を論 じ、 第2章から第8章までが、 南イン ドのK教区におけるカ トリック教会の秘跡とい
 う宗教儀礼の実態調査報告にあてられ、 第9章において、 前章までに示された実態をイ ンカ ルチュ レー
 ションという観点で分析 し、 総括的議論を している。 総 じていえば、 K教区の秘跡をめ ぐる実態調査は
 オリ ジナルなもので、 信頼でき、 かっこれに加えた 〈イ ンカ ルチュ レーショ ン〉 という視点からの分析も
 妥当である。
 第1章では、 本論文の目的を規定 し、 先行するフォーク・カ トリシズム研究と対峙 し、 また、 分析対象
 となる現象をシンク レティズムと捉えることを退けつつ、 本研究の 〈イ ンカ ルチュ レーショ ン〉 という観
 点ない し現象へのア ブローチの方法を明らかに している。 〈イ ンカルチュ レーショ ン〉 は、 カ トリック教
 会が近年になって (第二バチカン公会議以降) 公式に採用 した、 地域の文化への対応の政策でもあ り、 地
 域の文化を教会の中に取り入れるとともに、 地域の文化をキリス ト教化 (教会の立場からすれば 「福音
 化」) するという双方向の動きからなるが、 本研究と しても、 一般に宗教がその本来根差 している文化と
 は別の文化の中に進出 していく際に起きると見込まれる現象を 〈イ ンカ ルチュ レーショ ン〉 と して捉え
 ることが有効であるとの仮説を前提することになる。
 次に、 調査対象と して選定したカ ンニヤークマリ地区 (南イン ド最南端) は、 イン ドにおける宣教の最
 初期の段階からカ トリック教会が一部住民の教化を推 し進めてきた場所である。 イン ドにおいては、 典
 礼におけるイ ンカルチュレーションに対 して信者の理解が得られず、 西洋式のままの儀礼が行われてい
 る場所も少なくない中で、 本地区においては、 カ トリック教会の宗教儀礼 (秘跡) にイン ド文化に由来す
 る要素が織り込まれており、 信者側の理解と協力があったと見込まれる。 このような点から、 調査対象
 と して本地区を選定 したこと が説明さ れている。
 第2章では、 調査地K教区の概要が説明される。 K教区は、 1930年に設立された比較的小規模な教区
 であ り、 カ トリック系住民は、 ほぼ全員がカ トリ ック信者から成る漁民カース ト、 およ びカース ト構成
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 員の約 10%がキリス ト教徒であるナー ダー ルに分けられる。 ナー ダー ル・カース トの場合、 カース ト・
 アイ デンティ ティ が宗教的なアイ デンティ ティよりも顕著で、 宗教を互いに異にする者同士の婚姻も珍
 しくない、 といった状況が示される。
 第3章では、 カ トリック教会の公的な典礼である諸秘跡について、 カ トリック教会側の資料 (すなわち
 カ トリ ック 教会の公式見解) を用 いて説明 し、 カ トリック教会が 「普遍性」 を重視 していることを提示 し
 て いる。
 以下、 第4章から第8章まで、 個々の秘跡について、 実態調査の結果が報告されている。
 まず第4章では、 洗礼を主題として次の諸点を明らかにしている。 現在K教区では、 洗礼式その
 ものはカ トリ ック教会の定めた方式でなされてお り、 イ ンカ ルチュ レーショ ンの現象は特に観察されな
 い。 この地域では、 洗礼の80%以上が6歳以下の幼児洗礼である。 洗礼は、 なにより地域の生活の中で
 受洗者が正式に教会の成員と して受け入れられることを示すもので、 幼児洗礼の場合、 規模の大小にか
 かわらず必ず祝賀会が催される。 それに対 し成人洗礼は、 カ トリック信者以外の者がカ トリック信者と
 結婚する場合に、 便宜的なかたちで行われる。
 第5章では、 初聖体について、 次のような点を明らかにしている。 幼児洗礼を受けた子供は、 やが
 て初聖体を受けることになる が、 彼らは、 当該儀礼に先立って一ヶ月ほどの要理 (カ トリック教会の基
 本的信仰内容) 教育を受ける。 初聖体の儀礼が行われるミサは、 多くの人が集う時を選んで行われ、 地
 域のカ トリック共同体が集って祝福するものとされている。 これは思春期年齢の子供が受けるゆえに、
 カ トリックの秘跡であると同時に地域における通過儀礼と しての役割を果た している。 また、 ミサの中
 に、「アーラッティ」と 呼 ばれるヒン ドゥー教起源の儀礼要素 が組み込まれてお り、イ ンカ ルチュ レーショ
 ンの例である。
 第6章では、 婚姻について扱い、 K教区におけるその規定と手続を調べ、 婚姻が秘跡と して執行される
 手続きであることを確認 している。
 第7章では、 K教区のカ トリック信者の婚姻、 およびその前後の儀式・儀礼を具体例に即 して詳細に記
 述 し、 教会でおこなわれる儀礼と しての婚姻は秘跡として厳格に執行される一方、 人々 は教会の公式行
 事の前後に、 伝統的な諸儀礼・行事を忠実に再現することに労力と資金とを使っていることを指摘 して
 いる。 秘跡と しての婚姻において、 アーラッティ、 ターリの贈呈、 灯明の点火というイン ド文化の諸要
 素が、 教会側による意味づけを しつつ、 取り入れられている点を指摘 し、 インカ ルチュ レーションの典
 型的な例であることを明らかに している。
 第8章では、 残りの4つの秘跡 (堅信、 ゆる しの秘跡、 病者の塗油、 叙階) について検討を加え、 各儀礼
 にカ トリック教会の普遍性が反映しているとともに、 それらが地域社会において、 それなりの位置を占
 めていることを明らかにしている。 例えば、 病者の塗油は第二バチカン公会議以降、 病者に与えられる
 ものとされているが、 K教区においては、 従来通り、 死に行く者が最後に受けるもの (終油の秘跡) とし
 て執行され、 死に行く者と遺族の双方に癒 しを与えるものと認識され、 人生の最終段階におけるきわめ
 て重要な宗教儀礼と して位置づけられている。
 最終章である第9章においては、 以上の実態調査を踏まえて、 K教区におけるカ トリ ック教会の地域
 文化との対応を、 〈イ ンカルチュ レーショ ン> という観点で総合的に考察 している。 秘跡の儀礼中には
 イ ン ド文化の要素をキリス ト教的な意味づけを付与 したう えで取り入 れたと見られる要素 がいくつか見
 られ、 これは教会が地域の文化を取り入れることであると同時に、 イン ド文化の中で意味付けられてき
 た一定の振舞いにキリス ト教的意味を付与することでもあ り、 イ ンカ ルチュ レー ショ ンが双方向のもの
 であることを示す。 また、 教会が行う儀礼が、 地域の生活の中で通過儀礼と しての位置づけられるよう
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 になっているという点で、 地域文化に影響を及ぼしているということもできる。 このようにして、
 本論文は、 K教区において観察された秘跡の実践に即 して、 教会が政策と して採っているインカ ルチュ
 レー ショ ン、 およ び宗教が異文化に伝わっていく際に起きる現象と してのイ ンカ ルチュ レー ショ ンの有
 り様を確認している。
 以上、 本論文は、 K教区におけるカ トリック教会の秘跡を中心と した活動およ び信者たちの生活につ
 いての信頼できる実態調査に基づいてお り、 K教区の実態についての多くの有益な情報を含んでいて、
 これらのいくつかには今後さらに研究を展開する可能性が認められる。また、〈イ ンカ ルチュ レーショ ン〉
 という概念を使って、 宗教がその本来根差す文化から、 新 しい文化の中へと進出 していく 際に、 自覚的
 であれ、 無自覚にであれ、 起きる現象を理解 しょうとする試みは相当程度成功 していると認められ、 本
 論文はそう した試みの一つと して斯学の発展に寄与するものと言えよう。 論文提出者は、 すでに個々の
 秘跡をテーマと した論文を多数発表 し、 該当学界においてそれなりの評価を得ている点からも、 論文提
 出者が当該学問領域に関する学識と研究能力を備えていると考えられる。
 よって本論文の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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